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東海大学 

 

教 員 氏 名   山本 賢司 （やまもと けんじ） 

取 得 学 位   博士 （医学） 

現在の身分（役職名）  教授 

専 門 分 野   臨床精神医学、コンサルテーション・リエゾン精神医学、 

臨床精神薬理学 

現在の研究課題  コンサルテーション・リエゾン精神医学、サイコオンコロジーに関する研究 

向精神薬の治療反応性、副作用に関する臨床薬理的研究 

精神疾患（統合失調症、自閉症など）の遺伝子解析研究 

所 属 学 会   日本精神神経学会、日本総合病院精神医学会、日本臨床精神神

経薬理学会、日本生物学的精神医学会、日本サイコオンコロジー学

会、日本ストレス学会、日本社会精神医学会、日本分子生物学会、

日本人類遺伝学会 

 

研究内容 

 

コンサルテーション・リエゾン精神医学、サイコオンコロジーに関する研究としては、自殺、身体疾患による抑うつ・

せん妄などを対象とした臨床研究を行っています。自殺については地域連携のシステム構築や自殺未遂者支

援にも力を入れています。また、身体疾患による抑うつ・せん妄については疫学的な研究から病因・病態を明ら

かにするための研究など幅広く行っています。 

臨床薬理学的な研究としては、悪性症候群、抗精神病薬による糖・脂質代謝異常、その他の稀な向精神薬

による副作用などに関する臨床研究と、抗精神病薬への治療反応性とドパミン関連蛋白（受容体、合成・代

謝酵素）の遺伝的多型との相関解析研究なども行っています。 

精神疾患の遺伝子解析研究としては、多施設共同研究として統合失調症、自閉症の病態に関係する遺伝

子の解析にも取り組んでいます。 
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